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 要 旨   
 柿には悪酔い防止効果があるとされている。柿のアルコール酩酊への効果については、

ウサギを用いた実験で柿の実の果実汁投与により、血中アセトアルデヒド濃度が低くなる

と報告されている。マウスを用いた実験でも、柿の実の果実汁投与により、同様に血中ア

セトアルデヒド濃度が低くなると報告されている。しかしながら、ヒトを用いて生理学的

な指標から効果を調べた報告はないため、本研究で柿を摂取した時としない時の飲酒前後

で循環機能(血圧、心拍数等)、呼吸機能、神経学的検査（ふらつき度の測定等）、エタノー

ルとアセトアルデヒドの測定を行って影響を調査した。その結果、呼気中アルコール濃度

は飲酒の 1 時間後、柿を摂取した方（0.44 ± 0.02 mg/l, mean ± SE）がコントロール（0.52 
± 0.02 mg/l）に比べて有意に低かった（p<0.01, n=7）。拡張期血圧は柿を摂取した方がコ

ントロールに比べ、飲酒した直後（82 ± 6, vs. 74 ± 6 mmHg, p<0.01, n=7）、飲酒 1 時間後

（74 ± 5, vs. 67±5 mmHg, p<0.01, n=7）で有意に高かった。これは飲酒後急性期に血圧は

低下するが、柿を摂取することにより血圧低下が生じにくく、飲酒前の値に近いことを意

味している。呼吸数、片足立ちの検査では、柿を摂取により正常値に近くなったが、有意

差までには至らなかった。記銘力の検査では柿摂取とコントロールで変化はなかった。血

中アセトアルデヒド濃度は柿摂取により低下するグループ、上昇するグループ、変化のな

いグループに分かれ、全体では有意差が生じなかった。飲酒前に柿を摂取することで悪酔

い防止の効果があることが推測される。 
 
 

 




